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テストベッド分科会の位置づけ
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2022年度テストベッド分科会 検討体制 2

B5Gネットワーク
タスクフォース

ユーザ連携・循環進
化検討タスクフォース

データ分析・可視化
タスクフォース

テストベッド分科会

新体制

⚫ 「コアメンバ会議」に代わり「ユーザ連携・循環進化検討タスクフォー
ス」を新設

⚫ テストベッドに実装すべき機能を見据えた「タスクフォース」を設置し、
検討を促進

データ連携・利活用
タスクフォース



データ分析・可視化タスクフォース 活動方針
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会議体 目的 リーダ メンバ
会合
頻度

テストベッド分科会 テストベッドの在り方を議論
名古屋大学
河口教授

- ２回/年

タスク
フォース

ユーザ連携・循環進
化検討タスクフォー
ス

テストベッド利用者間の連携促
進及び、テストベッドの循環進
化創出の検討

名古屋大学
河口教授

TB利用者等 随時

B5Gネットワーク
タスクフォース

B5G時代に向けたネットワーク
テストベッドの在り方を検討

九州工業大学
池永教授

今後推薦・募
集

2回/年

データ分析・可視化
タスクフォース

テストベッドに実装すべきデー
タ分析・可視化機能を検討

名古屋大学
河口教授

現行メンバ
及び随時推
薦・募集

随時

データ連携・利活用
タスクフォース

テストベッドにおけるデータ連
携・利活用の在り方を検討

(2022年度に決
定)

推薦・募集を
想定

2回/年



２０２１年度の活動実績
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４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

データ分析・可視化
タスクフォース

▲
第8回
(9/8)

▲
第7回
(7/1)

▲
第９回

(11/22)

▲
第10回
(2/10)

・研究事例紹介（計５件）
・データ分析・可視化ツールの検討・試作



2022年度の活動計画
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データ分析・可視化
タスクフォース

▲
第11回
(7/12)

▲
第13回
(12月)

▲
第12回
(10/4)

▲
第14回
(2月)

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

・テストベッドに実装すべきデータ分析・可視化機能の検討
※主にデータ分析・解析機能を中心に検討
・サンプルプログラム（ツール）の試作（機能拡張）
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データ分析・可視化タスクフォース

◆目的： IoT 技術の普及においては、データを収集するだけでなく、データを
分析・可視化する技術が不可欠であるが、データ分析や可視化などの ツール
やノウハウが十分に共有されていない。そのため、テストベッド分科会の下に、
「データ分析・可視化タスクフォース(TF)」 （リーダ河口）を創設。ツールや
ノウハウ を 共有、データ分析・可視化のためのテストベッド はどうあるべきか
を検討

◆ニーズと要素技術を
調査し、データ利活
用を促進する可視化
サンプルプログラムの
要件を検討（2020年
度)、試作開発を開
始(2021年度)

第11回テストベッド分科会より再掲
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2021年度の活動状況

内容：

会合 ４回実施 （７月、９月、１１月、２月）

◆第７回 （７月）

「都市構造可視化の取り組みについて」

／都市構造可視化推進機構 田中 雄一・佐賀大学 有馬 隆文

「地理院地図の概要と最近の取組について」 ／国土交通省国土地理院 渡部 金一郎

「ウェザーニューズのB2Cビジネスモデルについて」 ／株式会社ウェザーニューズ 西 祐一郎

「今後の活動方針に関する検討」 ／株式会社三菱総合研究所

◆第８回 （９月）

「データ分析・可視化ツール開発について」 ／株式会社セック

「今後の活動方針に関する検討」 ／株式会社三菱総合研究所

◆第９回 （１１月）

「衛星データプラットフォーム「 Tellus 」 について」 ／さくらインターネット株式会社 酒井 基至

「データ分析・可視化ツール開発について」 ／株式会社セック

「OSS スタイル開発の参加方法について」 ／テストベッド分科会事務局

◆第１０回 （２月）

「地震データの可視化の現状と課題」 ／東京大学 鶴岡 弘

「データ分析・可視化ツール開発について」 ／株式会社セック

「今後の データ分析・可視化ツールの 開発方針に関する検討」 ／株式会社三菱総合研究所
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2021年度の活動状況

今後の開発方針に関する検討：

・時系列データの前処理（リサンプル・データ補完）や代表的な時系列データ解析

手法のライブラリ群について検討してはどうか

・データ補完の汎用性やUIをどのレベルのユーザを考慮して作成するかが課題

・可視化における履歴管理という点の議論も必要

第11回テストベッド分科会より再掲



データ分析・可視化システムの開発

◼ データ分析・可視化タスクフォースと連携して、
NICTでプロトタイ プ版を開発中

◼ 地理空間データや気象データを対象に、データの時間
的変化も可視化し分析できるシステム

✓ DCCSで提供予定

✓ Web API経由でデータを取得し、分析・可視化

✓ 2次元・3次元の地理空間データや気象データと時系列データを
重ね合わせアニメーションとして表示可能

✓ オープンソース化を予定

✓ 地方公共団体の提供サービス分野（防災・消防、公共交通・都
市計画等）での活用を想定

分析・可視化 API

自治体業務データ地理空間データ

分析・可視化 ライブラリ

可視化

可
視
化
サ
ン
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ

（例） エリアごとの空家数分布の時間変化を表示

（例） 自動車の 動きを3次元
の地図上に表示

第11回テストベッド分科会「Beyond 5G時代のサービス創成のためのテスト
ベッド：NICT Data Centric Cloud Serviceの検討状況」の資料より
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GitHubを活用したOSSスタイルの開発

データ分析・可視化タスクフォースでの検討から、有用なオープンソー
スは積極的に活用して開発中。

開発環境

✓ github.com/nict-testbed-dalab (organization)
✓ 公開内容は各種ライブラリのソースコード、ドキュメント(private)

OSSスタイルの開発

✓ 研究者や技術者の皆様からコラボレーションやフィードバックを得
ることでよりよい開発を目指す取組

✓ 開発中のプログラム及びドキュメントは順次GitHubに登録
✓ NICT総合テストベッド活用研究会(活用研究会）の会員は、当該

GitHubに参加することで、開発中プログラムの参照やコメントを
出すことができる
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成果物の無償利用について

NICT総合テストベッドのウェブサイトからアクセスできます

https://testbed.nict.go.jp/topics/dccs2022.html

①データ分析・可視化システム

（JavaScriptライブラリ、WebGISアプリケーション等）

一部のアプリケーションはユーザ登録が必要です。

②ソースコード及びドキュメント

GitHubでソースコード及びドキュメントを限定公開しています。

Privateリポジトリで公開しているため、参加登録が必要です。

メールタイトルに「データ分析・可視化サンプルアプリ利用登録」と明記の
上 ①所属、➁氏名、➂メールアドレス、④利用目的、➄GitHubへの参加
を希望される場合はGitHubアカウントをtb-da[アッ
ト]ml.nict.go.jpにお送りください。

➡フィードバックをお待ちしています

https://testbed.nict.go.jp/topics/dccs2022.html
mailto:tb-da[%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%88]ml.nict.go.jp
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■ツールの機能拡張

• 「OGC MF-JSON形式」移動体データ（※）の可視化

※第１１回データ分析・可視化TF(7/12)にて紹介

https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/da-v.html

• データ補完など、データ前処理機能（ライブラリ） の実装

2022年度の取組み


